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天
川
村
議
会
「
平
成
18
年
第
１
回
臨
時

会
」
が
１
月
24
日
（
火
）
に
開
か
れ
ま
し

た
。原

案
の
と
お
り
可
決
し
て
、
閉
会
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

▼
天
川
村
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
組
織
の
改

革
を
行
い
現
行
６
課
（
総
務
課
、
観
光
農

林
課
、
地
域
政
策
課
、
住
民
課
、
建
設
環

境
衛
生
課
、
健
康
対
策
課
、）
か
ら
４
課

（
総
務
課
、
産
業
建
設
課
、
地
域
政
策
課
、

住
民
課
）
に
改
正
さ
れ
平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

▼
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
大
淀
町
収
入

役
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
中
吉
野

―
―
平
成
18
年
第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
―
―

広
域
消
防
組
合
規
約
の
う
ち
組
織
町
村
の

収
入
役
に
係
る
規
定
等
に
変
更
さ
れ
る
も

の
で
す
。

▼
南
和
広
域
衛
生
組
合
規
約
の
一
部
を
改

正
す
る
規
約
に
つ
い
て

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
規
約
と
同
じ
で
す
。

議
決
事
項

車谷村長議案説明
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村職員に支給される給与は、地方自治法と地方公務員法に基づき、村議会を経て定めら
れています。村職員の給与や定員の状況などの実態について村民の皆さんに一層のご理
解をいただくため、平成17年４月１日現在の状況を公表します。

総括１

天川村の給与・定員管理等について

区　分
住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 （参考）
（16年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 15年度の人件費率

16 年 度
人 千円 千円 千円 ％ ％

2,064 2,762,352 113,068 527,163 19.08 21.5

（1）人件費の状況（普通会計決算）

職員の平均給与月額、初任給等の状況2

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（17年４月１日現在）

①一般行政職

（注）１職員手当には退職手当を含まない。
２給与費は当初予算に計上された額である。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の
給与水準を100とした場合の地方公務
員の給与水準を示す指数である。

区　分
職員数 給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

Ａ 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ Ｂ／Ａ

17 年 度
人 千円 千円 千円 千円 千円

71 250,680 39,358 100,187 390,225 5,496

区　分 平　均　年　齢 平均給料月額 平均給与月額

天　川　村 ４４　歳 ３１９，４００円 ３５２，４００円

国 ４０.３歳 ３２９，７２８円 ３８２，０９２円

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

（3）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１「一般行政職」とは、医療職、技能労務職、教育職などを除いたものである。
２「平均給料月額」とは、17年４月１日現在における職員の基本給の平均である。
３「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当等の諸手当の額を合計したものである。

75

80

85

90

95

100

89.5 89.7
87.9

H11 H14 H17

（％） 

天川村 
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区　　　　分
天　川　村 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大 学 卒 170,700円 184,400円 170,700円 184,400円
高 校 卒 138,800円 148,500円 138,800円 148,500円

（2）職員の初任給の状況（17年４月１日現在）

区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大 学 卒 249 , 200円 －　 円 322 ,400円
高 校 卒 214 , 900円 260 , 400円 311 ,900円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（17年４月１日現在）

区　　　　　分 全職種 区　　　　　分 全職種

職　　員　　数 人 職　員　数 人

Ａ ７４ Ａ ８０
普通昇給期間（12～24）を 人 普通昇給期間（12～24）を 人

短縮して昇給した職員数　Ｂ ０ 短縮して昇給した職員数　 Ｂ ０
比　　　　　率 ％ 比　　　　　率 ％

Ｂ／Ａ ０ Ｂ／Ａ ０

天　川　村 国

（16年度支給割合） （16年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.40月分 0.70月分 ６月期 1.40月分 0.70月分
12月期 1.60月分 0.70月分 12月期 1.60月分 0.70月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）
職務の級等による加算措置　5～10％ 役職加算5～20％　管理職加算10～25％

（4）昇給期間短縮の状況

16
年
度

15
年
度

職員の手当の状況3

（1）期末手当・勤勉手当

天　川　村 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分 勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分 勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 60.00月分 59.28月分 最高限度額 60.00月分 59.28月分
その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特別措置（２～20％加算） 定年前早期退職特別措置（２～20％加算）
平成16年度1人当たり平均支給額　7,350千円

（2）退職手当（17年４月１日現在）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成16年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。
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支　給　実　績（16年度決算） 8 , 8 2 3千円
支給職員1人当たり平均支給年額（16年度決算） 1 1 4 , 5 8 6 円
天川村支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）
３％以内 77 人 12％以内

（3）調整手当（17年４月１日現在）

支給実績（16年度決算） 2 , 4 1 5 , 0 0 0円
支給職員1人当たり平均支給年額（16年度決算） 1 8 5 , 7 6 9円
職員全体に占める手当支給職員の割合（16年度） 1 6 . 8 8％
手当の種類（手当数） 2

手当の名称 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

伝染病防疫手当
伝染病患者等の救護又は、伝染病菌附着 １日又は１回
の危険のある物件の処理に従事した職員 1 , 5 0 0 円

行路死亡人処理手当 行路死亡人を処理した職員
１日又は１回

5 , 0 0 0 円

（4）特殊勤務手当（17年４月１日現在）

支給実績（15年度決算） 10,611,427円 支給実績（16年度決算） 7,810,878円

職員１人当たり平均支給年額 職員１人当たり平均支給年額
（15年度決算）

312,101円
（16年度決算）

223,167円

（5）時間外勤務手当

区　分 内容及び支給単価
支給実績

（16年度決算）
配偶者 ……………………………………………………13,500円 円

配偶者以外の扶養親族で２人まで………………………6,000円
ただし、扶養親族でない配偶者を有する場合の

扶養手当 １人目の子等………6,500円 同 12,209,000
配偶者のない場合には扶養親族のうち１人は11,000円
その他の扶養親族１人につき……………………………5,000円
（満16歳から22歳のこども1人につき5,000円の加算）
借家………月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、 円

住居手当 負担している家賃の額に応じて最高27,000円まで支給している。 同 1,120,000
自宅………住宅を新築購入した場合のみ、５年間2,500円
交通機関（電車・バス）利用者………負担している運賃の額に 円

応じて最高50,000円まで支給している。通勤手当
交通用具（自動車など）使用者………片道の使用距離に応じ、2,000円

同 5,284,000

（2km以上5km未満）から最高24,500円（60km以上）まで支給している。
参事、課長、議会事務局長、教育次長、診療所事務長、主幹 円

管理職 ………………………………給料月額に対する支給割合　10％ 8％～
14,047,164

手　当 室長、課長補佐、センター事務長、保健婦長、看護婦長、幼稚園長 25％
………………………… 給料月額に対する支給割合　８％

（6）その他の手当（17年４月１日現在）

（注）16年度まで実施していた手当数13を、平成17年４月１日より手当数２に削減している。

※管理職手当について、平成17年４月分より各支給割合２％削減している。

※平成17年度より、月例給与にかかる調整手当について支給停止である。

国制度
との
同異
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区分 標 準 的 な 職 務 内 容 職員数 構成比

１級 定型的な業務を行う主事補の職務 0人 0％

２級 相当高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事の職務 5人 11.4％

３級 特に高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事の職務 8人 18.2％

４級 課長補佐及び主査の職務 14人 31.8％

５級 困難な業務を処理する課長補佐の職務 4人 9.1％

６級 課長（室長）及び主幹の職務 6人 13.6％

７級 参事及び困難な業務を処理する課長（室長）の職務 7人 15.9％

区　分 給料月額 期末手当

村　長 7 0 0 , 0 0 0円

助　役 6 0 0 , 0 0 0円

収入役 5 7 0 , 0 0 0円
６月期　　1.6月分

議　長 2 7 0 , 0 0 0円
12月期　　1.7月分

副議長 2 2 0 , 0 0 0円
計　　　3.3月分

議　員 2 1 0 , 0 0 0円

一般行政職の級別職員数等の状況4

特別職の報酬等の状況（17年４月１日現在）5

（1）一般行政職の級別職員数の状況（17年４月１日現在）

（注）1天川村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

給
　
　
料

報
　
　
酬

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％） 

7級 
15.9%

6級 
13.6%

4級 
31.8%

3級 
18.2%

1級 0.0%

5級 9.1%

2級 11.4%

7級 
18.0% 7級 2.1%

6級 
14.0%

4級 
30.0%

3級 
18.0%

1級 0.0% 1級 6.4%

5級 9.0%

2級 11.0%

6級 
19.1%

4級 
19.1%

3級 
21.3%

5級 4.3%

2級 
27.7%

構　成　比 

平成17年 1年前 5年前 
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区　　分 職　　員　　数 対前年比増加数

部　　門 平成15年 平成16年 平成17年 平成15年 平成16年 平成17年
議　会 1 1 1

総務企画 16 18 18 1 ２
税　務 3 3 3 △1

一般行政 民　生 4 4 4

部　　門 衛　生 10 9 9 △1 △1

農　林 8 6 5 1 △2 △1

商　工 5 6 3 1 △3

土　木 4 2 2 △2

小　計 51 49 45 0 △2 △4

特別行政 教　育 21 20 20 △1 △1

部　　門 小　計 21 20 20 △1 △1

病　院 6 5 5 △1

公営企業 下水道 3 2 2 △1

会計部門 その他 2 2 2 △1

小　計 11 9 9 △1 △2

合　　計 83 78 74 △2 △5 △4

職員数の状況6

（1）部門別職員数の状況

（2）年齢別職員構成の状況（17年４月１日現在）

（注）１職員数は一般職に属する職員数であり、臨時職又は非常勤職員を除いている。

14

12
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8

6

4

2

0
0 0 0

1

7

5

12 12 12

9

8

13

20歳 
未満 

20歳 
～ 
23歳 

24歳 
～ 
27歳 

28歳 
～ 
31歳 

32歳 
～ 
35歳 

36歳 
～ 
39歳 

40歳 
～ 
43歳 

44歳 
～ 
47歳 

48歳 
～ 
51歳 

52歳 
～ 
55歳 

56歳 
～ 
59歳 

60歳 
以上 

（人） 天川村職員数 
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（3）定員適正化計画の数値目標及び進歩状況

①定員適正化目標（数・率）

②平成22年４月１日における定員の数値目標

③定員適正化計画の年次別推進状況の概要 〈各年度４月１日現在〉

計　　　画　　　期　　　間
数 値 目 標

始　　　期 終　　　期

平成17年４月１日 平成22年３月31日 ４パーセント以上の純減

部　門 区　分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

減　員 4 0 0 3 －

増　員 3 0 0 0 －
一般行政

差　引 －1 0 0 －3 －

職員数 45 44 44 44 41 41

減　員 1 0 0 1 2

特別行政
増　員 0 0 0 0 －

差　引 －1 0 0 －1 －2

職員数 20 19 19 19 18 16

減　員 2 0 0 0 －

増　員 0 0 0 0 －
公営企業等

差　引 －2 0 0 0 －

職員数 9 7 7 7 7 7

減　員 7 0 0 4 －

計
増　員 3 0 0 0 －

差　引 －4 0 0 －4 －2

職員数 74 70 70 70 66 64

一般行政部門において41人の定員を目標とする

平成22.4.1
計画目標

（注）1 計画期間は、17年～21年度の５年間である。



■大字別人口・世帯数 （ ）は平成12年国勢調査結果との比較

■人口と世帯数の前回比較

天川村の人口は1,800人

9

昨
年
10
月
１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
平
成
17
年
国
勢
調
査
の
速
報

人
口
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
人
口
は
１，

８
０
０
人
で
、
平
成
12
年
の
前
回
調
査
（
２，

１
０
４
人
）
に
比
べ
る
と
３
０
４
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
（
減
少

率
は
１
４．

４
％
）。
こ
の
人
口
減
少
率
は
県
内
で
２
番
目
に
高
く
、

い
か
に
村
の
人
口
流
出
が
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

男
女
別
の
人
口
は
、
男
性
が
８
４
４
人
・
女
性
が
９
５
６
人
と
、

女
性
が
１
１
２
人
多
く
、
女
性
１
０
０
人
に
対
す
る
男
性
の
数
は
、

８
８．

３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

依
然
つ
づ
く

人
口
の
減
少

国
調
査
勢

世
帯
数
は
７
７
７
世
帯
で
、

前
回
（
８
４
８
世
帯
）
に
比
べ

る
と
71
世
帯
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

１
世
帯
あ
た
り
の
世
帯
人
員

は
２
・
３
２
人
で
前
回
（
２
・

４
８
人
）
を
０
・
１
６
人
下
回

り
ま
し
た
。

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
住
民
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て

調
査
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
調
査
員
の
皆
さ
ま
や
各
区
長

及
び
洞
川
各
町
総
代
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
各
種
統

計
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
各
種
の
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
な
り
、
こ
れ
を
基

に
今
後
の
村
政
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
結
果
は
あ
く
ま
で
速

報
値
で
あ
り
、
後
日
総
務
省
が
公
表

す
る
確
定
値
等
と
は
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大字名 総数（人） 男（人） 女（人） 世帯数

洞　川 710（－58） 325（－26） 385（－32） 283（－17）
北　角 18（－15） 9（－11） 9（－14） 8（＋11）
南　角 3（－12） 0（1110） 3（－12） 3（－12）
中　越 38（－17） 17（－10） 21（－17） 18（－18）
川　合 82（－33） 40（－14） 42（－19） 37（－11）
沢　谷 21（－15） 10（－12） 11（－13） 16（－11）
沖　金 54（－21） 23（－18） 31（－13） 26（－18）
中　谷 112（－25） 52（－17） 60（－18） 45（－15）
沢　原 63（－19） 30（－13） 33（－16） 22（－12）
北小原 19（－14） 9（－11） 10（－13） 7（－11）
五　色 25（－14） 9（－10） 16（－14） 12（－12）
南日裏 98（－21） 51（－10） 47（－11） 43（－14）
坪　内 162（－26） 85（－17） 77（－19） 79（－11）
九　尾 35（1110） 17（－11） 18（＋11） 21（－10）
栃　尾 95（－17） 44（－10） 51（－17） 43（－13）
和　田 71（－17） 35（－17） 36（－10） 31（－16）
篭　山 29（－18） 13（－13） 16（－15） 13（－11）
庵　住 62（－16） 29（－16） 33（1110） 19（－11）
山　西 37（＋17） 16（＋14） 21（＋13） 15（1110）
広　瀬 20（－16） 10（－13） 10（－13） 10（－12）
滝　尾 0（1110） 0（1110） 0（1110） 0（1110）
塩　野 43（－19） 19（－11） 24（－18） 24（－18）
塩　谷 3（＋12） 1（＋11） 2（＋11） 2（＋11）

区　分 平成17年 平成12年 増減数 増減率

人
総数 1,800 2,104 △ 304 △ 14.4

口
男 844 979 △ 135 △ 13.8

女 956 1,125 △ 169 △ 15.0

世帯数 777 848 △ 71 △ 8.4

依
然
つ
づ
く

人
口
の
減
少

0
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2,000

2,500

3,000
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4,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,563
1,296 1,183 1,078 979 844

1,644

1,435
1,336

1,232
1,125

956

1,034
960 930

895

世帯数 女性 男性 

848
777

3,2073,207人 3,207人 
2,731人 

2,519人 
2,310人 

2,104人 
1,800人 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 

人口・世帯数の推移 （単位：人） （単位：世帯） 



■
す
で
に
平
成
17
年
10
月
よ
り
施
設
入

所
・
在
宅
の
食
事
及
び
居
住
費
の
見
直

し
が
あ
り
ま
し
た
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
町
村
で

１
箇
所
以
上
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

■
要
介
護
認
定
区
分
の
変
更
が
次
の
よ
う

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
よ
り
介
護
保
険
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
主
な
改
正
点

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

新
予
防
給
付
と
は
、
現
在
サ
ー
ビ
ス
の

計
画
は
民
間
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

が
、
４
月
よ
り
ほ
ほ
え
み
ポ
ー
ト
内
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
要
支
援
１
・
要

支
援
２
に
認
定
さ
れ
た
方
の
サ
ー
ビ
ス
計

画
を
毎
月
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
介
護

予
防
、
高
齢
者
の
相
談
窓
口
等
高
齢
者
に

と
っ
て
身
近
な
組
織
と
し
て
運
用
さ
れ
ま

す
。
悩
み
ご
と
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
は

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

¡
要
支
援
１
、
要
支
援
２
の
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
策
定
及
び
評
価

¡
特
定
高
齢
者
介
護
予
防
（
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
を
調

査
し
、
認
定
に
近
づ
き
つ
つ
方
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
、
運
動
機
能
向
上
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
３
ヶ
月
継
続
し
て
実
施

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
険
料
の
改
正
に
つ
い
て

す
る
事
業
）
平
成
18
年
度
は
、
初
年
度

で
す
の
で
多
く
の
事
業
は
計
画
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
平
成
19
年
度
よ
り
は
メ

ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
い
く
方
向
で
検
討

し
て
い
ま
す
。

¡
一
般
高
齢
者
介
護
予
防
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
等
）

¡
オ
ム
ツ
の
支
給
事
業
（
要
介
護
３
以
上

の
非
課
税
世
帯
）

¡
介
護
者
家
族
慰
労
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
出
来
う
る
限
り

の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
３
年
毎
に
見
直
し
を
行

い
、
保
険
料
を
確
定
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
12
年
度
〜
平
成
14
年
度（
第
１
期
）

標
準
月
額
　
１，

８
８
０
円

▼
平
成
15
年
度
〜
平
成
17
年
度（
第
２
期
）

標
準
月
額
　
３，

０
０
０
円

▼
平
成
18
年
度
〜
平
成
20
年
度（
第
３
期
）

第
３
期
の
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
幅
な
値
上
げ
を
行
な
わ
な
い
と
対
応
出

来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
給
付
額
の
伸
び

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
平
成
15
年１

５
２，

１
２
６，

９
７
２
円

▼
平
成
16
年
度

１
７
４，

７
０
１，

２
７
０
円

▼
平
成
18
年
度

２
０
８，

０
０
０，

０
０
０
円

（
平
成
18
年
度
は
、
現
段
階
よ
り
の
予

定
額
で
す
）

介
護
保
険
料
で
は
右
記
の
金
額
の
19
パ

ー
セ
ン
ト
を
負
担
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
実
施
を
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方
へ

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
６
種
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
法
の
改
正

に
伴
い
、
平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
こ
の

指
定
権
限
が
村
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
事
業
者
を
対
象
に
し
た
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時

平
日
の
８
時
15
分
か
ら
17
時
00

ま
で
　
　
　

▼
場
所
　
ほ
ほ
え
み
ポ
ー
ト
天
川
内

健
康
対
策
課
　

▼
対
象
　
村
内
で
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

を
計
画
し
て
い
る
事
業
者
等

た
だ
し
、
事
前
に
来
庁
の
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
対
策
課
　
介
護
保
険
係

1
０
７
４
７
―
63
―
９
１
１
０

10

現　行 

要支援 要支援1

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

要介護1

要支援2

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

新
予
防
給
付 

対
象
者 

平成18年4月より 

お

知

ら

せ
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口座振替が断然お得です！ 口座振替が断然お得です！ 
口座振替なら一度手続きするだけで、預金口座から自動的に保険料を納めることができるので、

納め忘れの心配がなく、納めに行く手間が省けてとても便利です。しかも、「前納」や「早割制度」

を利用すると保険料が割引されてたいへんお得です。

保険料の前納（1年または6ヶ月）を口座振替にすると割引額が増えます。

平成18年度の保険料（月額13,860円）を一括して前納すると、

となり 口座振替の方がお得です！

☆口座振替前納の申込は平成18年3月10日までに社会保険事務所または金融機関まで
☆1年前納の振替日は4月末（今年は5月1日）、6ヶ月前納は4月末（今年は5月1日）及び9月末

です。

毎月納付でも、口座振替ならお得な早割ができます。

通常の口座振替（当月保険料の翌月末引落し）は定額保険料（月額13,860円）ですが、月々の
保険料を口座振替の早割（当月保険料の当月末引落し）で納付すると、月額50円が割引となりま
す。早割制度を申込すると、初回の口座振替にて2ヶ月分の保険料（定額保険料と50円割引された

保険料）が引落しとなり、それ以降は毎月の保険料が50円割引となります。

なお、保険料の半額免除の承認を受けている人の口座振替は、通常の口座振替での申し込みとな

ります。

■問い合わせ　奈良社会保険事務局年金課　10742－32－0505

1

2

国民年金保険料の納付は

①1年度分

②6ヶ月（4月～9月分、10月～3月分）

③毎月納付（早割）

④毎月納付（割引なし）

口座振替の種類は4種類

現金納付の割引額 口座振替の割引額 差　額

1年前納の場合 2,950円 3,490円 ⇒ 540円

6ヶ月前納の場合 680円 940円 ⇒ 260円
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毎
年
３
月
末
は
、
企
業
の
決
算
期
や
自

動
車
税
の
賦
課
期
日
の
終
期
等
に
よ
る
影

響
を
受
け
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録
の
各

種
申
請
が
集
中
し
申
請
窓
口
が
大
変
輻
輳

し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
申
請
さ
れ
ま
す
と
皆
さ
ま

方
に
は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
な
ど
、

ご
迷
惑
お
か
け
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

ま
た
、
比
較
的
短
時
間
で
登
録
申
請
す
る

た
め
、
自
動
車
の
移
転
登
録
（
名
義
変
更
）

や
抹
消
登
録
（
廃
車
）
等
の
各
種
手
続
き

は
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
済
ま
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

検
査
・
登
録
の
手
続
き
案
内
は
、
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
（
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０

６
３
）
で
、
開
庁
日
の
８：

30
〜
17：

00

は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
対
応
し
、
音
声
案

内
は
24
時
間
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
近
畿
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http：
//w
w
w
.kkt.m

lit.g
o.jp/

」

を
開
設
し
て
、
各
種
申
請
手
続
き
案
内
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
単
車
や
軽

自
動
車
な
ど
を
譲
渡
し
た
り
、
廃
車
し
た

場
合
は
、
下
記
の
関
係
機
関
で
の
届
出
が

必
要
で
す
。
そ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
実

際
に
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
等
に
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

車　　　種 手続きをするところ 持参するもの

原動機付自転車
～廃車の場合～

（125cc以下）
役場住民課 ¡印鑑

小型特殊自動車
163－0321 ¡ナンバープレート

¡標識交付証明書

二輪車
近畿運輸局奈良運輸支局

（125ccを超える
10743（57）6903もの） 左記に問い合わせて

軽三輪車 奈良県軽自動車検査協会
ください

軽四輪車 10743（58）3226

▼
統
一
標
語
「
あ
な
た
で
す
　
火
の
あ
る

く
ら
し
の
　
見
は
り
役
」

春
季
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日（
水
）

か
ら
３
月
７
日（
火
）ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
17
年
中
の
中
吉
野
広
域
消
防
組
合

管
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は
21
件
で
、
そ

の
内
訳
は
建
物
火
災
13
件
、
車
両
火
災
２

件
、
林
野
火
災
４
件
、
そ
の
他
の
火
災
２

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
運
動
と
併
せ
て
車
両
火
災

予
防
運
動
・
山
火
事
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
車
両
内
へ
の
危
険
物
品
の

持
ち
込
み
、
山
林
内
で
の
た
き
火
・
火
入

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き

を
お
忘
れ
な
く
!!

平
成
18
年
春
季
火
災
予
防
運
動

自
動
車
登
録
等
申
請
に
つ
い
て

お し ら せ

金
、
１
０
０，

０
０
０
円

中
越
　
樋
口
幸
男
　
様

（
亡
子
、
靖
　
様
ご
供
養
と
し
て
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

金
、
２
０
０，

０
０
０
円

栃
尾
　
玉
井
三
夫
　
様

（
亡
妻
、
一
子
　
様
ご
供
養
と
し
て
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

金
、
１
０
０，

０
０
０
円

九
尾
　
小
西
竹
子
　
様

（
亡
夫
、
冨
弘
　
様
ご
供
養
と
し
て
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

金
、
１
０
０，

０
０
０
円

洞
川
　
皿
谷
　
明
夫
　
様

（
亡
父
、
太
一
　
亡
母
美
枝
子
様
ご

供
養
と
し
て
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

金
、
１
０
０，

０
０
０
円

中
谷
　
山
本
　
ル
リ
子
　
様

（
亡
夫
、
満
晴
　
様
ご
供
養
と
し
て
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

善

意

銀

行
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れ
に
は
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

▼
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

○
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
つ
く
る
。

※
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
廃
棄
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
天
川
出
張
所
　
　

1
０
７
４
７
―
63
―
０
２
９
９

http：
//w
w
w
.nakayoshino.or.jp/

I N F O R M A T I NO

1 2 3 4

3月24日［金］午後7時30分～
天川村山村開発センター大ホール

◆送　迎　下山西………午後6時40分発
洞川バス停…午後7時10分発

◆主　催　天川村教育委員会

入場料
500円

（今回より入場料をいた
だくことになりました。）



写 写 
真 
館 
真 
館 

天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100

白川八丁

稲
村
ケ
岳
の
冬

写真提供者　平恵子さん

★皆さまからの写真をお待ちしてい
ます。
（子どもの写真、花・風景の写真
でも結構です）

天川村役場 観光農林課 広報係まで。

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
観
光
農
林
課
広
報
係（
内
線
132）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-mail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.nara.jp

広
報
 

平
成
18年
２
月

28日
発
行
　
通
巻
349号

村のうごき

人
口

2,020人
（
－
３
）

2006年
１
月

31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女1,070人
（
－
２
）

男950人
（
－
１
）

世
帯
数

818戸
（
－
１
）

訂正とお詫び
１月号の広報の写真館の中で上村修一郎
さんと掲載いたしましたが上西修一郎さ
んの誤りでした。訂正してお詫び申しあ
げます。
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